
 
 

第５号議案 

２０２５年７月１６日 

第５２０回理事会 

 

再エネ業務統合システムにおける風力発電設備の適切な廃棄等対応 

及び機能改良に係る設計開発業務委託の実施について（案） 

 

再エネ業務統合システムについて、風力発電設備の廃棄等費用積立金制度への対応、業

務処理の正確性の確保が求められる機能改良、及びソフトウェアの最新化対応の委託を実

施する。なお、契約締結時は別途理事会に付議する。 

 

１．本委託の概要 

FIP 交付金交付および廃棄等費用積立金管理業務の遂行にあたっては、再エネ業務

統合システムを活用しているが、風力発電設備の廃棄等費用積立金制度への対応、及

び現在手動で行っている業務のシステム化による効率性・正確性の確保が必要となっ

た。加えて、サポートが終了するソフトウェアの更新対応も必須であるため、再エネ

業務統合システムの機能改良に係る設計開発業務の委託を実施する。 

 

２．調達方法 

（１）調達先選定 

   随意契約 

   【理由】本システムは多くの制度変更へ対応しながら運用されており、機能追加に

は制度、業務および現システムに関する深い知識が必要なため、現状本シ

ステムの開発および保守・運用先以外からの調達が困難である。そのため、

会計規程第２３条第１項第１号の規定に基づき、随意契約としたい。 

 

（２）調達予定先 

富士通株式会社 

 

（３）契約期間 

   契約締結日～２０２５年１２月下旬 

表 委託概要 

件名 
再エネ業務統合システムにおける風力発電設備の適切な廃棄等対応

及び機能改良に係る設計開発業務委託 

 
目的 

風力発電設備の廃棄等費用積立金制度への対応、現在手動で行ってい

る業務のシステム化による効率性・正確性の確保、及びサポートが終

了するソフトウェアの更新対応 

委託内容 再エネ業務統合システムの機能改良に係る設計開発業務 



 
 

以上 

【添付資料】 

別紙：再エネ業務統合システム機能追加に係る設計開発業務委託仕様書 

※別紙は、情報管理規程第 4条（情報の格付の区分）の規定に基づく秘密情報に該当す

るため、非公表とする。 

委託先 富士通株式会社 

契約期間 契約締結日～２０２５年１２月下旬 

契約形態 請負 ※要件確認、受入テスト支援及び本番環境移行は準委任 


